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プレス関係各位 

平素より、SPAC-静岡県舞台芸術センターに格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

「世界にはばたけ、teenagers！～SPAC 演劇アカデミー」*は、＜世界で活躍できる演劇人＞を目指す若者の感

性 を育むための１年制の演劇学校として 2021年 4月に開設されました。 

アカデミー生は、SPAC 芸術総監督・宮城聰の指揮のもと、一年を通じて、SPAC の俳優から直接演技指導を受

けるほか、「教養」やミュージカル映画から実践的な「英語」を学び、深い思考力や対話力を磨いてゆきます。ま

た、国内外の第一線で活躍するアーティストをゲストに招き多様な価値観や文化に触れる機会や、一年の最後に

は、成果発表会を行います。今年 3月には第 1期生の高校生 15名が全課程を修了いたしました。 

 事業 2年目となる今年度も 3月から募集を開始し、多くの応募が集まる中、15名の 2期生をこのたび決定いたし

ました。そして、来る 6月 5日（日）入校式を執り行います。 

 つきましては、専用の劇場・稽古場を拠点に、俳優・スタッフが世界レベルの作品を創作している SPAC がある

からこそ実現する本取組にご注目いただくとともに、入校式をご取材くださいますようお願い申し上げます。 

＊静岡県が推進する「演劇の都」構想の一環として新設され、その運営は県からの委託を受け、SPAC が担うものです。将来的な演

劇専門教育への活用も見据え、カリキュラムや指導方法を研究する場としても位置付けられています。 

 

SPAC 演劇アカデミー 第 2 期生入校式 

日 時：6 月 5 日（日）14:30～15:30 

会 場：静岡県舞台芸術公園 屋内ホール「楕円堂」 

式次第：主催者挨拶（静岡県文化・観光部文化担当理事 渋谷浩史） 

    入校にあたっての説明（SPAC 芸術局制作部副主任 丹治陽） 

    講師紹介 

    2 期生自己紹介 

    校長挨拶（SPAC 芸術総監督・宮城聰）※Zoom にて 

    記念撮影 

※入校式終了後、同じ会場にて実技の授業を行います。                   ↑昨年の入校式の様子 

 
 

SPAC-静岡県舞台芸術センターについて 

専用の劇場や稽古場を拠点として、俳優、舞台技術・制作スタッフが活動を行う日本で初めての公立文化事業集団。舞

台芸術作品の創造・上演とともに、優れた舞台芸術の紹介や舞台芸術家の育成を事業目的としています。1997 年から初

代芸術総監督鈴木忠志のもとで本格的な活動を開始。2007 年より宮城聰が芸術総監督に就任し、更に事業を発展させて

います。教育機関としての公共劇場のあり方を重視し、中高生鑑賞事業公演や人材育成事業、アウトリーチ活動などを

続けています。https://spac.or.jp/ 
 

SPAC 芸術総監督 宮城 聰（みやぎ・さとし） 

1959 年東京生まれ。東京大学で演劇論を学び、90 年ク・ナウカ旗揚げ。国際的な公演活動を展 

開し、同時代的テキスト解釈とアジア演劇の身体技法や様式性を融合させた演出で国内外から 

高い評価を得る。2007 年 4月 SPAC 芸術総監督に就任。14年アヴィニョン演劇祭から招聘され 

た『マハーバーラタ』の成功を受け、17 年『アンティゴネ』を同演劇祭のオープニング作品と 

して法王庁中庭で上演。アジアの演劇がオープニングに選ばれたのは同演劇祭史上初めてのこ 

とであり、その作品世界は大きな反響を呼んだ。平成 29 年度芸術選奨文部科学大臣賞受賞。 

19 年 4 月フランス芸術文化勲章シュヴァリエを受章。 

  

 

＜世界で活躍できる演劇人＞を目指す若者の感性を育む１年制の演劇学校 

ＳＰＡＣ演劇アカデミー第２期生 入校式 

１５名の〈仲間
ライバル

〉が集い、６/５いよいよ２０２２年度の活動がスタート！ 
 

ⓒ 加藤孝 



2022年 5月 31日 

世界にはばたけ、teenagers！ 

SPAC 演劇アカデミー 2022 年度 実施概要 
 

対 象 
・2022 年度に高等学校に在籍する者  

・原則として全プログラムに参加できる者 

生 徒 数 

15 名 

※男性 1 名／女性 14 名 

高校 1 年生 7 名／2 年生 6 名／3 年生 2 名 

東部 6 名／中部 7 名／西部 2 名 

活 動 期 間 2022 年 6 月～2023 年 3 月 

活 動 場 所 静岡県舞台芸術公園、静岡芸術劇場 ほか 

参 加 費 無料 ※保険代は主催者負担。交通費、教材費等は生徒負担あり。 

校長・講師 校長：宮城聰（SPAC 芸術総監督） 講師：SPAC 俳優・スタッフ 

プログラム 

・実技（40 回） 

・ミュージカル映画で学ぶ英語（30 回） 

・「教養の書」を読む（30 回） 

・小論文（30 回） 

・集中講習（小論文、実技） 

・SPAC 作品の観劇 ※観劇代は無料 

・入校式 

・成果発表会・修了式 

主催 静岡県 スポーツ・文化観光部 

運営 SPAC-静岡県舞台芸術センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
↑ミュージカル映画で学ぶ英語の授業の様子               ↑実技の授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

↑教養の授業の様子 

 

 
成果発表会で上演した三島由紀夫作『三原色』→ 

 
 
「SPAC演劇アカデミー」に関するお問合せは、 

SPAC-静岡県舞台芸術センター制作部  SPAC演劇アカデミー担当・丹治または北堀までご連絡ください。  
TEL：054-203-5730（静岡芸術劇場）／ FAX：054-203-5732 ／ E-mail：academy@spac.or.jp 


